



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年 略 典次 慨 出
大須賀文書(麟護）
武州文書（〃）
大須賀文書（〃）
島津文書（〃）
飯島文書（〃）
小泉文書（〃）
木曾考（〃）
平沢文書（〃）
出iili文書（〃）
神尾文書（〃）
仁科文書（〃）
御判物古書写（〃）
武田晴信，大須賀久兵衛尉に欠落した被官人の
召返を命ず
武田信玄，大井左馬充入道に，軍役退屈につき
陣中より欠落し排桐する被官人の成敗を命ず
武田信玄，大須賀久兵衛尉に，他所排掴する被
官人の召返を命ず
武田信玄，島津尾張守に，長沼の地下人等の召
返を命ず
武田信玄，飯島為方に，上州に排掴する知行の
百姓の召返を命ず
武田(１丁玄，iiMW津松鵡等に，分国追放百姓の排↑回
するを召捕えるよう命ず
武田勝頓，奈良井治部少軸に，木曾谷中の欠落
男女の召返を命ず
武田勝頬，平沢藤左衛門尉に，嵩、郷の欠落百
姓の夫田を給与し夫役を勤めさす
武田勝頬，出浦主水佐に，軍役退屈につき欠落
し排掴する被官の召返を命ず
武田勝頬，神尾惣太夫に，軍役退屈につき他所
排掴する被官の召還を命ず
武田勝頓，飯繩社千日太夫に，同社領の趣住百
姓の普請役免除を命ず
武田勝頓，保科正直に，天正６年の検地増分迷
惑につき逐電した片蔵郷の百姓の墹分を赦免し
田畠荒蕪なきようその還住を命ず
上杉景勝，小幡山城守等に，召し使う被官のう
ち他へ契約する者があっても，それを召還さす
上杉景勝，葛山衆に，iiiをよりの百姓・被官で
他へ契約する者があっても，急度召帰し，百姓
役を勤めしむ
弘治２．６．２８
永禄５．２
５．３．２４
６．８．１５
７．２．２４
元屯３．７．１Ｍ］
４．１０．５
天正２．９．７
２．１１．３
４．１１．１１
８．壬３．１０
９．３．２１
四
四小幡文書（〃）
歴代古案四（〃）
1０．８．５
１０．８．８
※①史料のあり方から，結果的には信濃関係のものにl刷った。
②天jlilO年以|聯は減小する。
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○賃以下で、いずれも小さい。兵腱分離の目途をおよそ一○○賞
（蛇）
以上と考えれば、これらの諸氏はいずれも丘〈農未分離の小領主層
に属することになる。それ故、武田氏のこうした賦課方式は、権
力編成における小領主層に対する一定の妥協・懐柔策として理解
できよう。では、そのように妥協すべき理由は何だろうか。当時、
小領主層は加地子収取以外に、後進地では譜代の下人労働・名子
的
被
官
の
夫
役
労
働
等
に
よ
る
直
接
経
営
に
基
礎
を
お
い
て
い
た
。
し
か
も
（蛆）
村
田
修
三
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
先
進
地
・
後
進
地
に
か
か
わ
ら
ず
、
小
領
主層は周辺の一般百姓をも広汎に被官化しつつあった。こうした
下人・被官・被官化一般百姓こそ小領主層の軍役負担の基礎とな
っていた。したがって武田氏による軍事動員の頻発化は、小領主
層に対して軍役増強をもたらし、詰るところ、それは被官・被官
化
一
般
百
姓
の
小
経
営
を
破
壊
す
る
の
で
、
彼
ら
の
軍
役
忌
避
を
誘
発
す
る
ことになる。その結果、被官夫役に頼る小領主層自身の直接経営
にも支障をきたし、戦国大名は自らの権力基盤（小領主層）を否
定することになろう。
（“）
事実、表Ⅱに見られる如く、武川領においても天正期に入ると、
「軍役退屈」による被官人の欠落、百姓の欠落・俳個、検地増分
に対する百姓の逐電等、多様な形で農民の抵抗が激化してくる。
こうして武田権力は、天正期の軍事的緊迫化により、軍役体系
の
再
編
・
強
化
を
必
須
の
課
題
と
し
な
が
ら
も
、
一
方
、
そ
れ
に
伴
う
農
民
闘
争
の
激
化
に
直
面
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
矛
盾
を
根
本的に解決（兵農分離）し得ないままに、それに対する一定の譲
歩
・
妥
協
の
形
で
推
進
さ
れ
た
の
が
、
天
正
期
軍
役
体
制
の
再
編
・
強
化
で
戦
国
大
名
武
田
氏
の
貫
高
制
と
軍
役
（
湯
本
）
あったと思われる。小領主層に対する一定の妥協性（軍役負担率
の軽減化）こそ、矛盾に満ちた武川氏軍役体制の姿を如実に示す
ものではなかろうか。
以上のように、武田氏の天正期軍役体制の再編・強化は、定納
貫高を基準とする整備された体系性をもつ反面、後進的権力基盤
の矛盾をそのまま内包するという脆弱性をもっていた。かかる矛
盾・脆弱性は、天正十年の織田勢の侵入に直面して一挙に増巾さ
れ、同年一一月二十付の上杉景勝宛武田勝頓書状に、「於下伊那
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
（
妬
）
表、地下人等少を与賊徒蜂起候之間」とあるように、地下人の反
抗に直面する。武田権力のもろい崩壊は、こうした内部の自壊作
用によって促進されたものと考えられる。
以上述べたことを要約して、むすびにかえたい。
武田氏の貫高制は、上司貫高（高辻）と定納貫高の二重構造と
なっているが、検地によって基本貫高として最初に把握されるの
は上司貫高であった。この上司貫高はそのまま所領の貫高表示に
も転用されるもので、換言すれば、「所領貫高」として宛行状に
記
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
所
領
宛
行
状
に
見
ら
れ
る
貫
高
と
は
、
実
は
こ
の上司貫高のことである。定納貫高は、上司貫高から諸引分を差
し引いた残高であるが、領主層の現実の年貢収納高と密接なかか
わりをもつ関係から、それは軍役基準としそのまま軍役高に代位
されるべき性質を、当初から内在させていたのである。
さて、武田氏軍役体制の編成・強化は永禄期前半に、対外的軍
む
す
ぴ
四五
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事情勢（主に対上杉）と領内農民闘争に対応すべき農村支配の関
係から、検地に基づき新たな軍役衆を創出したり、寄親寄子を制
（妬）
度的に整備しつつ展開されるが、定納貸高を大まかな基準とする
軍役賦課方式は、この段階で定立されたのではないかと考えられ
る
。
戦
国
大
名
と
し
て
の
武
田
氏
軍
役
体
制
の
整
備
・
確
立
は
、
ま
さ
に
こ
の永禄期であろうし、軍役状の新規発給もそうした過程の象徴と
思われる。
天正期に入り、領主間対立（主に対織田）の激化により軍事的
危機が深まると、武田氏は一段と軍役の引き締め・補強に駆ら
れ
、
軍
役
体
系
の
再
編
・
強
化
を
迫
ら
れ
た
。
「
検
地
に
よ
る
増
分
の
掌
握」↓「定納貫高の加増」↓「軍役の加増」という施策は、こう
した課題への基本的対応策であった。天正六年発給の軍役状は、
冒頭に検地に基づく定納賞高を明示し、それに基づいて軍役人数
を指定するという、きわめて整然とした形式・内容を具備したも
（幻）
のである。しかし、そこで注目される点は、家臣団の軍役負担率
は一率でなく、小領主層の場合、それが低率化されていることで
ある。戦国大名の権力基盤としての在地小領主層は、永禄期以降
激化する農民闘争（軍役強化と裏腹の関係）により、存立基盤を
脅かされるようになるが、その延長線は武田権力の内部的危機、
しいては崩壊への道となる。かかる矛盾に直面した武田勝頓は、
小領主層に対して一定の譲歩、妥協を余儀なくされるが、これが
軍役負担の低率化をもたらした大きな原因と考えられる。
こうした点にこそ、後進的権力基盤（兵農未分離の小領主層）
に
立
脚
し
た
、
武
田
氏
軍
役
体
を
特
質
づ
け
る
一
つ
の
側
面
が
あ
る
と
思
法
政
史
学
第
二
十
九
号
われる。しかしその反面、天正期の軍役体系は武田氏が戦国大名
として、後進的権力構造の矛盾を内包したままに遂行し得る可能
性の限界であり、一定の到達点を示すものといえるのではなかろ
うか。なぜなら、かかる矛盾を抜本的に解決するには、武田氏は
もはや戦国大名として存続するのではなく、強大な統一政権の成
立による兵農分離（小領主層の自己否定）・石高制の社会を創出
し、究極的には幕藩体制下の近世大名へと自己変革しなければな
らないであろうからである。
かかる矛盾に満ちた武田氏の軍役構造こそ、前代の守護大名・
次代の近世大名とも異る、まさに戦国大名の権力構造を特質づけ
る
も
の
と
考
え
た
い
。
Ｔ註
、-ノ中村士尾「戦国大名論」（繍繩日本歴史』８中世４所収）
永
原
慶
一
一
「
貫
高
制
の
前
提
」
（
『
神
奈
川
県
史
だ
よ
り
』
）
・
同
「
大
名
領
国
制
下
の
農
民
支
配
原
則
」
（
永
原
慶
二
編
『
戦
国
期
の
権
力
と
社
会
』
所
収
）
、
ま
た
、
本
文
成
稿
し
て
か
ら
同
氏
の
「大名領国制の構造」（鰯“日本歴史８中世４』所収）
が
発
表
さ
れ
た
が
、
そ
の
成
果
に
直
接
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
拙
稿
は
貫
高
制
の
成
立
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
が
、
し
か
し
氏
の
今
度
の
論
文
に
見
ら
れ
る
貫
高
制
の
成
立
史
論
は
、
従
来
の
学
説
の
中
で
最
も
説
得
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
、
私
も
そ
の
所
説
に
し
た
が
い
た
い
。
宮川満「戦国大名の領国制」（蜥畦輕麩『封建国家の権力
構造』所収）・村田修一一一「戦国大名毛利氏の権力構造」
（『日本史研究』七三号）・同「戦国大名の知行制」（『歴
史
評
論
』
二
九
三
号
）
・
藤
木
久
志
「
貫
高
制
と
戦
国
的
権
力
編
四
六
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｢■、／■、
１２１１
、.ノ、-ノ
'■、′へ′■、′■、
1０９８７
、.ノミーノ、､ノ、.ノ
｢■、／■、′■、
６５４
、.ノＬ,ノーノ
（３）
（２）戦国
大
名
武
田
氏
の
貨
高
制
と
軍
役
（
湯
本
）
成」（『日本史研究』九三号）
高島緑雄「東国における戦国期寺領の研究」ｓ歴史評論』
一
○
○
号
）
・
佐
脇
栄
智
「
後
北
条
氏
の
税
制
改
革
」
Ｓ
日
本
歴
史』一六三号）・村上直「戦国期における検地増分につい
て
」
弓
信
濃
』
一
五
’
一
号
）
有光友学「戦国大名今川氏の歴史的性格」Ｓ日本史研究』
一三八号）・勝俣鎮夫「戦国大名検地に関する一考察」
（永原慶二編『戦国期の権力と社会』所収、また本文成
稿してから、同氏の「戦国法」（驫剛日本歴史』８中世
４所収）が発表され、兵農分離の問題について、新たな
見
解
を
提
起
さ
れ
て
い
る
。
同
氏
前
掲
論
文
大
滝
文
書
Ｓ
信
濃
史
料
』
第
十
四
巻
）
所
領
貫
高
と
か
知
行
貫
高
と
か
、
よ
び
方
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
便
宜
、
所
領
貫
高
に
統
一
し
て
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
工
藤
文
書
ｓ
信
濃
史
料
』
第
十
四
巻
）
勝
善
寺
文
書
Ｓ
信
濃
史
料
』
第
十
四
巻
）
嶋
津
文
書
ｓ
信
濃
史
料
』
第
十
四
巻
）
如法院文書（『信濃史料』第十三巻一八四頁）をはじめ、
多
く
の
文
書
か
ら
確
認
さ
れ
る
が
、
早
く
は
長
享
二
年
の
「
下
諏
訪秋宮造宮帳」に、籾一一一八俵の代七賃七三○文となって
い
る
。
武
田
氏
の
一
徹
Ⅱ
籾
五
俵
Ⅱ
籾
一
石
の
制
度
は
、
こ
う
し
た
前
代
の
在
地
慣
行
を
踏
襲
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し、武田支配下では甲州枡が一般に使用されたことも注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
嶋津文書（『信濃史料』第十三巻）
歴
代
古
案
〆へ’■、／■、／白、
２２２１２０１９
～ノ、='ミーノ、-ノ
（岨） '■、〆■、１７１６
、.ノ、.ノ
（応） ′■、〆■、１４１３
ﾐソミーノ
中
島
文
書
ｓ
信
濃
史
料
』
第
十
五
巻
）
二つの史料集に散見する定納貫高については、天文二十
一年から元亀元年の間に数点存在するが、すべて寺社領
の寄進に関係したものである。天正五年七月九日の山家
左馬充宛武田勝頓安堵状案（『武家亭紀』一一一十三）に、は
じめて「桐原郷定納千貫文之所出置候」と見えるが、軍
役
状
と
し
て
は
天
正
六
年
か
ら
現
わ
れ
る
。
「戦国大名領国における所領および家臣団編成の展開」
（永原慶二編『戦国期の権力と社会』所収）
勝
善
寺
文
書
Ｓ
信
濃
史
料
』
第
十
四
巻
）
歴代古案六ｓ信濃史料』第十四巻）、信濃史料の編者は、
この文書の発給者を上杉景勝としているが、同年の他の
関連文書との関係およびこの文書の記戟方式・内容等か
ら見ると、武田勝頬のものと考えられる。
永原慶二氏は前掲論文（一四六頁）において、後北条領
の村落支配には名主・小代官が末端機構として置かれて
いたことを指摘し、武田領においてはその辺どうか、今
後検討すべきことがらであると述べている。この点、武
田領においても註（鋼）文書のように、「小代官」が見
られる。この小代官は、文禄三年十一月廿日付の交夜昌
国
知
行
差
出
し
案
Ｓ
信
濃
史
料
』
第
十
八
巻
）
の
中
に
「
郷
代
免」とあるのを見れば、郷代（村役人的な性格）へ連な
るものであろう。そこには後北条領の村落支配との類似
性
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
高野文書（『信濃史料』第十二巻）
統
錦
雑
誌
Ｓ
信
濃
史
料
』
第
十
二
巻
）
鰍甲州古文書第一巻二二一号
鰍甲州古文書第一一一巻一一一一一一一一四号
四七
Hosei University Repository
'■、’■、′~、′■、′■、〆、′へ
４０３９３８３７３６３５３４
～'、.'、-'、-'Ｌ'Ｌ､'ﾐン
／■、′へ〆■、’■、
３３３２３１３０
、.'、.'、-ノ、-'
'■、′■、／■、〆、
２９２８２７２６
、.ノ、-ノ、､ノ、-'
〆へ’－，’－，
２５２４２３
、ソ、､ノ、.ノ
法
政
史
学
第
二
十
九
号
減歴代古案十七（
前
掲
註
（
２
）
論
文
１画
歴
代
古
案
十
七
（
『
信
濃
史
料
』
第
十
四
巻
）
柵柵謎諦綱「日本史辞典」
前
掲
註
（
１
）
論
文
以
下
、
武
田
氏
領
の
特
徴
的
な
貸
高
表
示
と
見
ら
れ
る
上
司
を
も
っ
て
代
表
さ
せ
、
統
一
的
に
使
用
す
る
こ
と
に
す
る
。
世
間
瀬
文
書
Ｓ
信
濃
史
料
』
第
十
五
巻
）
本
節
末
尾
の
課
題
と
関
連
す
る
問
題
で
あ
る
。
前
掲
論
文
元亀二年一一一月十三日武田丘〈庫助宛武田信玄軍役状（『信
濃
史
料
』
第
十
三
巻
）
と
、
天
正
四
年
五
月
十
九
日
市
河
一
郎
宛
武田勝頓軍役状（愚甲州古文書』第三巻）を補充し、
ま
た
、
貫
高
を
定
納
貸
高
と
貫
高
（
所
領
貫
高
）
に
区
別
し
て
作
製した。
武
州
文
書
ｓ
信
濃
史
料
』
第
十
二
巻
）
「
武
田
氏
と
信
濃
の
武
士
」
ｓ
甲
斐
史
学
』
特
集
号
前
掲
註
（
１
）
論
文
註
（
“
）
表
Ⅱ
参
照
、
な
お
藤
木
久
志
氏
は
前
掲
論
文
の
中
で
、
永
禄
期
諏
訪
社
領
（
信
濃
各
地
に
散
在
）
に
お
け
る
惣
百
姓
の
、
神
事
の
一
部
ま
た
は
全
面
的
な
拒
否
の
動
向
と
し
て
二
六
例
を
あ
げ
て
い
る
。
市
河
文
書
（
『
信
濃
史
料
』
第
十
三
巻
）
前
掲
註
（
４
）
論
文
歴
代
古
案
六
ｓ
信
麺
宮
川
満
前
掲
註
（
１
）
論
文
玉
井
文
書
ｓ
信
濃
史
料
』
第
十
四
巻
）
ｓ
信
濃
史
料
』
第
十
四
巻
）
（仰） '■、４６
、.ノ
′■、〆■、′■、
４３４２４１
ミーノ、.'、､ノ
／■、「■、
４５４４
ミーノ、.ノ
前
掲
註
（
、
）
論
文
池
上
裕
子
前
掲
註
（
吃
）
論
文
「
兵
農
分
離
の
歴
史
的
前
提
」
（
『
日
本
史
研
究
』
一
一
八
号
）
、
史
料
の
掲
載
は
略
す
る
が
、
信
濃
に
お
い
て
も
こ
う
し
た
傾
向
が
著
しい。
櫛
見
で
は
あ
る
が
、
大
体
網
羅
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
、
、
上杉家文書（『信濃史料』第十五巻）・地下人少々賊徒に
与
す
と
い
っ
て
い
る
が
、
前
後
の
動
向
か
ら
察
す
る
に
、
こ
れ
は
勝
頼
の
末
期
的
な
虚
勢
で
あ
り
、
実
態
は
切
迫
し
て
い
た
の
で
あ
る。藤木
久
志
前
掲
論
文
・
上
野
晴
朗
『
甲
斐
武
田
氏
』
等
に
よ
っ
て
も
、
寄
親
１
寄
子
制
は
以
前
か
ら
存
在
す
る
。
永
禄
期
に
制
度
的
に
一
段
と
拡
充
・
整
倣
さ
れ
た
こ
と
は
砿
か
で
あ
る
。
武
田
氏
の
所
領
貫
高
（
知
行
貫
高
）
・
軍
役
貫
高
（
定
納
高
）
の
制
度
は
、
貫
高
制
と
石
高
制
と
い
う
基
本
的
な
違
い
が
あ
る
と
は
い
え
、
二
重
構
造
の
形
式
を
と
る
点
、
後
の
豊
臣
政
権
の
知
行
石
高
・
軍
役
石
高
の
制
度
三
（
鬼
清
一
郎
「
豊
臣
政
権
の
知
行
体
系
」
『
日
本
史
研
究
』
一
一
八
号
）
へ
類
似
・
連
続
す
る
側
面
で
は
な
か
ろ
う
か
。
四
八
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